
 

（第２号様式）   
令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立湘南高等学校（全日制）  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（12月20日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇極めて高いレベルの文

武両道の実現 

・「見える学力」を育む 

・「見えない学力」を育

む 

２つの学力を涵養し、

「国際社会のリーダー」

に必要な資質を培う教育

課程を編成し、全職員の

共通認識の下、生徒を育

成する。 

①「主体的・対話的で

深い学び」を実現する

授業実践の共有を教科

の枠を超えて推進す

る。 

 

 

 

②特別活動や生徒会活

動における運営能力、

多様な関係の中での対

話力、包括的に受容し

新たな道を切り開くリ

ーダーシップを育成す

る。 

①生徒の理解を深め、より

高度な思考を育成するため

の教材やＩＣＴツールの効

果的な使用法について、授

業研究会などを通して共有

する。 

 

 

②生徒が学校行事や部活動

等に安心して全力を注ぐこ

とができる環境を整備し、

後押しする。 

①  

●Teams の教科フォルダを

整理し、効果的に活用でき

たか。 

●ＩＣＴツールに関する研

修会を年３回実施したか。 

 

 

②  

●各行事において、生徒及

び職員を対象としたアンケ

ートを活用し、生徒及び職

員の抱える課題を解決する

手立てを考えることができ

たか。 

 

●各部活動において、部員

及び顧問の抱える課題を集

約する手立てを示し、解決

に向けた方策を立案するこ

とができたか。 

① 
●Teams の整理について
は、全教科にて概ね完了
し、今後も継続して運用
していく体制が整った。 
●ロイロノートスクール
について、校内研修会を
各定期考査を機に実施し
た。校外研修についても
授業力向上 WG との協力
で、参加を促し、研修を
進めることができた。 
 
 
 
 
 
② 
●生徒と職員間の連携を
密にし、生徒が主体とな
って行事や部活動を実施
できるように、大方進め
ていくことができた。体
育祭については、強風の
ために、生徒の安全面を
考慮し、準備計画の変更
と実施を順延するなど、
臨機応変に対応した。 

① 
●Teams のその他のア
プリケーションについ
ても職員全体へ浸透さ
せることが継続した課
題であるが、職員全員
の理解を得ることが難
しい。Teams の円滑な
利用方法、規制等を明
確にし、職員に周知す
る機会を設けるよう努
めたい。 
●ICT ツールについて
は校内研修のさらなる
充実、校外研修の周知
に継続して努めたい。 
 
② 
●生徒、職員対象のア
ンケート結果を参考
に、今年度の課題を正
確に把握し、生徒がよ
り活動しやすい環境を
整備できるよう進めた
い。 

① 
●新規導入の電子黒板を
はじめ、教育活動で ICT
ツールが積極的かつ効果
的に活用されている。10
月の授業研究会における
各授業では、「主体的・
対話的で深い学び」が実
現され、大きな前進が見
られた。 
 
●専門的な研修等を通じ
て、職員の ICT スキルの
更なる向上を継続して図
っていただきたい。 
② 
●生徒一人ひとりの個性
や特性を踏まえた集団活
動の在り方を工夫した取
組みが見られた。熱中症
予防等、以前にも増して
考慮すべきことがある
が、安全安心な環境の確
保に留意し、生徒と教職
員との連携により一層力
を注いでいただきたい。 

① 
●授業研究会の充実
を図るべく、今年度
は分科会形式を導入
した。その結果、協
議も活性化し、課題
等がより明確になっ
た。今後も継続して
行い、参加率を増や
していけるよう促し
ていく。 
 
●電子黒板等、ICTツ
ールに関する校内研
修会を定期的に実施
できた。外部機関に
よるICTツール研修会
にもオンラインで一
部の教員が参加して
おり、研修で得た知
識を全体へ共有でき
る場を提供できるよ
うにしていく。 
 
② 
●生徒が主体となっ
て様々な活動を実施
することができた。
近年の気候変動も考
慮し、より生徒の安
全安心な環境の確保
に迅速に対応できる
ようにしていく。 

① 
●校内授業研究を
より組織的に進め
るために、今年度
は４教科による授
業実践を行った
が、より多くの授
業を参観できるよ
うに、５教科以上
で実施できるよう
に働きかけたい。 
 
●ICT ツールの研修
会を年３回行えて
いるが、内容の整
理が必要である。
授業力向上 WG と連
携して、より充実
した研修を追求し
たい。 
 
② 
●生徒主体の学校
行事や部活動等の
運営を尊重しつ
つ、生徒任せにな
らないよう、生徒
と教員間の連携を
より強化し、生徒
との関わり方を考
えて整理していき
たい。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①リーダーにふさわしい

素養を養う。心豊かで他

者を尊重できる人間性と

自律的・主体的な態度を

育てる。 

 

②学校生活の安全・安心

を第一優先とし、生徒が

抱える多様な課題に迅速

かつ計画的、組織的に対

応する。 

 

①生徒が、人としてど

う行動すべきかを自ら

考え実践していけるよ

う、全職員で指導・支

援していく。 

 

②学校生活の全体的な

問題と、個別の生徒の

課題を把握、共有し、

課題の解決に向けて対

応する。 

①何事にも主体的に取り組

み、支え合いながら切磋琢

磨し、最後までやり抜くこ

とを通して人間的な成長を

めざす。 

 

②生徒を取り巻く環境につ

いて理解を深め、適切に情

報共有しながら、全職員が

様々な立場から生徒を支援

する。 

①リーダーに必要な、自律

的で他者を思いやれる態度

やマナーを身につけさせる

ことができたか。 

 

 

②問題把握と課題解決に向

けて、報告・連絡・相談が

円滑に行われ、迅速で効果

的な対応ができたか。 

①日常的な活動、更に各
学校行事を通して、自分
の在り方から他者への関
りなどが自然につながっ
ていく様子が見られた。  
 
  
  
 
 
②多様な悩みや生きづら
さを持つ生徒に対して、
その状況を共有し支援し
ていく方向を、複数の職
員で検討し実践した。 

①全体として、自己を
高めようとする意識は
高いが、登下校時な
ど、公共の場面でのマ
ナーに欠ける行為も見
られた。校外でも自分
と周囲の人々につい
て、考えて行動させた
い。  

 
②問題把握については、
かなりの成果を上げてい
るが、SNS の運用状況な
ど、なかなか掴めないと
ころの問題には苦慮して
いる。 

①地域・公共の場でマナ
ーや高齢者への配慮等、
社会の一員としての自覚
を持ち、自律して行動で
きるよう、効果のある具
体的な指導方針の策定を
お願いしたい。 
 
②多様な生徒の課題解決
と支援に向けて、外部機
関等との連携を含め、組
織的な対応の更なる充実
を図ってほしい。SNS に
ついても、啓発活動の継
続に加え、生徒間で課題
意識を深める場の設定等
も必要ではないか。 

①校内においては、
人として高校生とし
てどう行動すべきか
について成長も見ら
れるが郊外での通学
マナーなどについて
は課題が残ってい
る。 
 
②生徒情報の共有に
ついて成果を上げて
いる。その後の支援
を外部機関との連携
も含めて、広げてい
く必要もある。 

①高校生も社会の
一員であり、その
中で将来のリーダ
ーとしてふさわし
い言動についての
意識を高めていけ
るように働きかけ
たい。 
 
② 
●生徒情報の共
有・支援の方法を
組織として更に広
げていく。 
●生徒会と連携
し、SNS とのより良
い関わり方等につ
いて、生徒一人一
人に考えさせた
い。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（12月20日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒が自ら掲げた高い

目標を最後まで諦めさせ

ないことを目指し、計画

的かつ柔軟な進路支援を

実施する。 

 

 

 

 

②生徒一人ひとりが学習

や進路の目標を実現でき

るように、全職員がそれ

ぞれの立場で生徒を支援

する体制を構築する。 

①生徒対象アンケー

ト、模試、定期試験等

のデータを過去の大学

入試結果と合わせて分

析して作成した資料を

面談に生かすととも

に、進路講演会等を効

果的に実施する。 

 

②学級運営や授業、普

段の声掛け等に生かせ

るよう、進路支援に関

する情報を全職員に向

けて発信していく。 

①生徒が、自身にとって価

値ある進路を実現できるよ

うに、生徒の状況を適切に

把握し、進路説明会、進路

通信等を活用して情報提供

や励ましを行う。 

 

 

 

②進路支援グループが環境

を整備し、学校と家庭が一

体となって生徒の進路実現

を支える。 

 

①  

●進路に関する情報を、模

試や定期試験等の適切なタ

イミングで生徒に提供でき

たか。 

●面談用に作成した資料を

全職員に提供し、各職員が

面談やその他の場面で効果

的に活用できたか。 

 

②大学入試結果と模試や定

期試験のデータを合わせて

分析し、進路研修会で全職

員向けに研修を行ったか。 

①各学年にて、進路説 
明会、保護者懇談会、２
者面談（３学年は３者面
談）などの機会に情報提
供や励ましを行った。４
月、10 月に生徒アンケー
トを行い、その分析結果
を職員間で共有し、生徒
にも還元した。 
 
②６月に全職員向けの研
修会を行い、昨年度の３
年生の３年間の成績や学
校生活に関するデータを
中心とした情報の共有を
行った。その他、生徒向
けの進路通信を全職員に
配付するなどして、情報
を共有した。 

①情報の共有が、学年
間にとどまっているの
で、学年を超えたグル
ープでの情報共有を行
い、見通しを持った支
援を行いたい。 
 
 
 
 
②グループとして情報
発信は行っているが、
グループ外の職員の進
路についての考えを聞
く機会が少ない。様々
な職員の話を聞いた
り、全体で話ができる
場を設けたい。 

①説明会や懇談会、面談
等、進路関係の情報提供
や相談の場が充実してお
り、卒業生の合格者体験
記や講演等も効果的であ
る。職員間の情報共有を
更に充実させてほしい。 
 
 
 
②将来どのように社会に
貢献していくのかという
視野を養うとともに、学
力のみに依存しない、生
徒一人一人の進路に合わ
せて、教職員も共に考え
る指導方法へと転換する
ことも必要だろう。 

①左記の達成状況に
ついて、学校関係者
から一定の評価をい
ただいた。職員間の
情報共有を進め、学
校全体で進路支援を
行う体制を構築して
いきたい。 
 
 
②本校の進路支援で
は、学習だけでな
く、行事や部活動を
重視している。そこ
でリーダーシップ、
フォロワーシップ、
チームワーク等の社
会に貢献する上で必
要な力を学ぶことが
できている。その上
で、生徒が社会に対
して関心を抱ける仕
組みを作っていく必
要がある。 

①学年を超えた情
報共有の場とし
て、６月に進路情
報共有会、１月の
共通テスト結果報
告会を設けている
が、それ以外にも
３年間を見通した
支援を行える機会
を設けていきた
い。 
 
②総合的な探究の
時間や、公共など
の教科の中で、生
徒が社会に主体的
に関わるための取
り組みが行われて
いる。その一層の
充実を図るべく、
職員間での協議を
進めていきたい。 

４ 地域等との協働 

〇地域等との協働を推進

し、地域に開かれ、信頼

される学校づくりをめざ

す。 

 

 

〇地域からの理解が深

まるように、時宜に応

じた教育活動や情報発

信を行う。 

 

〇地域貢献活動や環境に配

慮した活動を継続して行

う。 

〇小・中学生対象の説明会

等やホームページを通し

て、本校の教育活動を広く

紹介する。 

 

〇地域貢献活動が適切に実

施できたか。 

 

〇説明会参加者数の拡大、

及びホームページの更新が

推進されたか。 

 

〇地域貢献活動として、
学校周辺や校外行事の活
動場所周辺の清掃を行っ
た。 
〇夏・秋に中学生対象学
校説明会、11 月に小学生
フェスティバルを実施し
た。 

〇清掃用具が十分では
ない。 
 
 
〇秋の説明会では欠席
が多く、申し込み時期
を検討する必要があ
る。 

〇清掃以外の地域との協
働作業や部活動による地
域貢献等、教育課程の実
現にも繋がる「湘南らし
い」地域貢献を検討して
ほしい。 
〇学校説明会参加者の満
足度が高く、評価でき
る。小学校生フェスティ
バルも高校生の実態を知
る重要な行事であり、現
役生のより多い参画や部
活動見学の導入等、更な
る充実に期待したい。 

〇地域清掃は、全生
徒が地域との関りを
意識する良い機会と
なった。さらに地域
に貢献する機会を設
けることが望まれ
る。  
 
〇学校説明会、小学
生フェスティバル、
中学校での学校説明
会への参加を通し
て、本校の教育内容
の紹介ができた。ま
た、ホームページを
通して生徒の活動の
成果も紹介すること
ができた。  

〇部活動単位での
地域行事等への参
加を推進したい。 
  
〇説明会、学校行
事、部活動などを
通して、中学生や
地域の方が生徒の
活動に直接触れ、
本校への理解を深
められるよう努め
たい。 
  
〇ホームページの
部活動紹介をさら
に充実させ、リア
ルタイムで情報発
信するよう努めた
い。  

５ 
学校管理 
学校運営 

①地域から信頼される学

校づくりを推進し、事

故・不祥事の防止を徹底

するとともに、日常的、

継続的な環境整備、防災

対策に取り組む。 

 

②教職員の働き方改革推

進のために、職場の環境

的・制度的改革を図り、

教育活動の更なる充実に

資する。 

①事故・不祥事の防止

を徹底するため、日常

的に職員間の合意形成

に取り組む。 

 

 

 

②教職員の働き方改革

推進のために、衛生委

員会などを活用し、職

場の環境的・制度的改

革に取り組む。 

 

①対外的なやり取りにおい

て、丁寧で迅速明確な対応

を実践する。また、環境整

備や防災訓練などを通じ

て、社会の未来が幸福なも

のとなるよう生徒の意識を

育てる。 

②長時間勤務の是正、業務

の均等化等を推進し、労働

が生きがいと感じられるよ

うな職場の在り方を追求す

る。 

①環境整備や防災に関する

生徒の意識を高めることが

できたか。 

 

 

 

 

②職員が、労働が生きがい

と感じられるような職場の

在り方の追求に取り組んだ

か。 

 

①集団下校班訓練、夏季
休業前の南海トラフ地震
に向けた意識喚起講話、
避難訓練、1 年ＤＩＧ訓
練・簡易トイレ設置訓練
などで防災に関する生徒
の意識を高めることがで
きた。 
②職場環境アンケートを
実施し、職員が、労働が
生きがいと感じられるよ
うな職場の在り方追求に
取り組んだ。 

①生徒環境整備委員や
担当職員以外の環境整
備、防災に関する意識
は十分とは言えない 
 
 
 
 
②職場環境アンケート
に寄せられた改善要望
は、職員意識の共有や
協力、予算的裏付けが
必要で、解決改善まで
に時間のかかりそうな
ものも少なくないが、
やれることから取り組
んでいきたい。 

①生徒の防災意識の向上
に資する訓練等は、地域
としても非常に重要であ
る。教科横断的な指導を
はじめ、生徒による避難
所運営訓練等も視野に入
れ、引き続き意識の醸成
に努めていただきたい 
 
②教職員個人として、ま
たは学校全体としてでき
ること、短期的または長
期的に改善することにつ
いて、それぞれの目標を
掲げ、職て取り組む必要
があるだろう。 

①国内各地で甚大な
災害が発生する中
で、教科・教科外活
動に多忙な生徒に対
し、計画的・効果的
な防災教育を通し
て、防災に関する意
識を高めることがで
きた。 
 
②職場環境アンケー
トを実施し、職員休
養室の環境整備に取
り組んだ。 

①避難所体験学習
等、生徒の防災に
関する意識向上に
効果的な訓練・教
育に取り組み、引
き続き防災意識の
醸成に努めたい。 
 
②教職員個人とし
て、または学校全
体としてできるこ
と、短期的または
長期的に改善する
ことについて、そ
れぞれの目標を掲
げ、職員意識の共
有や協力、予算の
確保に努めたい。 



 

 


